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改革改善
の考え方

①問題
点

未満児保育に対するニーズが高まる中で、人件費や施設環境等が各園においてどこまで柔軟に対応することが出来
るか。

②改革
提案

人件費補助（1歳児保育推進事業補助金（1/2)の有効活用と途中入所に係る補助対応

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

千栄分園を除く全民間保育所で１歳児保育の受入を行っているが、保育士配置についてより手厚い配置を行っている6園に
対して、実績に応じた補助を行う事ができた。ただし、補助要件を満たすことの出来なかった園も１園あった為、実績は計画を
下回っている。

総事業費①+② 10,983 16,340 11,723 17,760

50 50

臨時職員所要時間

一般財源 5,402 8,348 5,772 8,880

人件費計（千円）② 179 179

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金 5,402 7,992 5,772 8,880

事業費計（千円）① 10,804 16,340 11,544 17,760 （県）１歳児保育推進事業補助金（１／２）

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

国の保育士配置基準より手厚く、児童４人に対して１人の保育士を配置し
ている民間保育所の１歳児保育担当保育士の人件費を補助

実施園数 6園
事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

○１歳児の保育に対する需要に対応するため、児童福祉施設最低基準を超えて保育士の配置を行なう保育所に対し、保育士の加
　 配に要する経費を助成し、もって児童の処遇向上と主に育児休暇明けなどの１歳児の受け入れの拡大を図る。
○通常１歳児は、児童６人に対して保育士を１人配置しなければならない最低基準があるが、この基準を上回って児童４人に対して
　 １人の保育士を配置した場合に補助対象となる事業。補助金は１歳児保育担当職員の人件費に充当。
○運営が厳しい民間保育所でも保育が手厚くなるとともに、受け入れ枠も増えるため、児童の処遇向上はもちろん、増え
　 続ける未満児入所枠の確保にもつながる。

成果
指標

１歳児を4対1で受入している民間保育所数/１歳児を受
け入れている民間保育所（％）

53 43 50 50

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

子どもを育てやすい社会環境であると感じている対象者
の割合

１歳児を受け入れている民間保育
所数（ヶ所）

16

意図（どういう状態
にするか）

・１歳児担当の保育士を手厚くすることにより、入所児童
の処遇確保と民間保育所保育士の待遇支援。
（国基準6対1を4対1にする）

目
的

対象（誰・何を） ・１歳児保育推進事業を実施している民間保育所

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 37 子どもを産み育てやすい環境の充実
基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

H27担当課等名 子育て支援課 H27係等名 保育係 H26係等名 保育係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 14 終了
事務事業名 １歳児保育推進事業（民間保育所）

会計 一般会計
11 25

事業種別 政策

3 施策№ 37 事業№


